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中学校区のめざす子ども像 

・自分の考えを持ち伝え合う子（知） 

・人の気持ちがわかり協力できる子（徳） 

・健康で粘り強い子（体） 

 

            

 新入生１０８人を迎えて、新年度の神辺西中学校がスタートしています。全校生徒３４８人

での船出です。どんな荒波をも乗り越える、しなやかで力強く前進していきます。 

 こどもたちを含め、我々を取り巻く環境は日々変化を遂げ、まさに「不確実な世界」を生き

ています。そんな現代をたくましく生き抜くことのできる「人」として成長するため、入学式

では次のようなメッセージを送りました。 

（入学式 式辞より） 

保護者の皆様，本日はお子様のご入学，まことにおめでとうございます。子ども達の「夢」の

実現に向け，子どもたちにあきらめることなく挑戦し続けることのできる力を身につけるべく

教職員一同，一丸となり取り組んでまいります。三年後，大きな夢を持ち，困難なことにも立

ち向かっていける力を身につけた姿で本校を巣立っていけるように取り組んでまいります。そ

のためには，保護者の皆様のご理解とご協力が不可欠です。なにとぞよろしくお願いいたしま

す。 

 さて新入生のみなさん。ご入学おめでとうございます。今日から神辺西中学校の生徒です。

皆さんにとっては義務教育９年間の仕上げの３年間となります。 

みなさんは自分の 10年後、20年後の自分の姿を想像できますか。出来ていないと感じる

人も少なくはないと思います。将来のことなどイメージできなくとも、みなさんが今がんば

っていることは「将来の自分」への貯金だと思ってください。これからの中学校生活では楽

しいことや愉快なことばかりではありません、辛いことや苦しいこともあります。みなさん

が経験するすべてのことが未来のみなさんへの貯金です。たくさんの経験をしてください。

経験のすべてを自分の財産にしてください。本日の中学校入学でみなさんの環境は大きく変

わりました。自分を取り巻く環境が変わった時こそ，ここにはチャンスがあります。これま

では気づけなかった自分の「よさ」を見つけるチャンスです。そして，その良さを伸ばすこ

とのできるチャンスです。是非，このチャンスを生かしてください。神辺西中学校の学校教

育目標を「挑戦と感動」です。これまでの経験を大切にしながらも新しい自分を創り出すと

きです。自分の可能性を信じ，一歩前に果敢に挑戦する３年間にしてく

ださい。世の中は急激な変化を遂げています。これからも皆さんを取り

巻く社会は大きく変化していくことでしょう。変化の大きな社会を生き

ていくみなさんには常に新しいことに挑戦していく力が必要になりま

す。これからの中学校生活三年間の中で，新しいことに挑戦する力を身

につけてください。うまくいかないこともたくさんあるかもしれませ

ん。何度でも何度でも挑戦し続けることに価値があります。みなさんの

挑戦する姿を期待しています。 

学校教育目標 

   

挑戦・感動  
トライ＆エラーを繰り返し，自分の決めた目標に向かって何度でも挑戦する

生徒の育成。 
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学校教育目標は「挑

戦・感動」です。常に

自己ベストの更新をめ

ざす生徒を育てます。 

「自分の可能性を信じること

ができる」力は不確実な現代

を、そして未来をしたたかに生

き抜くための重要なファクタ

ーであると思います。挑戦なく

して成功はありません。そして

成長も望めません。困難なこと

にも挑戦するためには自分の

可能性を信じることが大変重

要です。自らの可能性を発見す

るための様々な取組みを行っ

ていく一年とします。 

安心して学べる環境づく

りを推進します。そのた

め、生徒と教職員が面談

する機会を増やし、「相談

できる大人」を増やす取

組みを行います。授業改

善を中心して、生徒の学

力が伸びる取り組みを充

実させます。 

ハートフルプロジェクトについて 

昨年度末の生徒アンケートの結果で「自分には良いところがある」という問いに肯定的に回答し

た生徒は約７０％でした。３０％の生徒は「自分に良いこところがない」と回答しています。自

己の良い点に気づき、自分に自信を持つことは、中学校卒業後の進路を自己決定するために大切

なことです。本年度は学校外から多くの講師をお呼びしてお話を聞く機会を設けます。医療の現

場や介護現場で働く人など、人を支える現場で働く人を中心に講演会を企画します。保護者の皆

様も参加できるように進めていきます。 


